
西川町長退任のごあいさつ

津奈木町

農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します

山田町長就任のごあいさつ
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　津奈木町役場前のソテツは昭和 61
年 10 月１日に町文化財に指定されま
した。ソテツは九州南部や南西諸島・
台湾などに分布する日本特産の裸子植
物です。葉は多数の線状の小葉からな
る羽状複葉で、葉先は鋭く尖っている
のが特徴です。役場前のソテツは高さ
最大 6.5 ｍで、中央の根元から大小６
本の支幹に分枝しています。もともと、
津奈木町石木田のソテツ山（現在も存
在）にあった尾上家の長男が、朝隈医
院（水俣市浜町）の開業時に移植した
ソテツを町が譲り受け、現在の場所に
移植されました。
　ソテツは、一般に１年で１ｃｍ程度
しか生長しません。このことから樹齢
を推定すると 600年以上の古木と推測
されます。全体的に大きな傷や災害に
よる破損も無く、保存状態がきわめて
良好です。堂々とした容姿のこのソテ
ツは、後世に永く遺したい名木の一つ
です。

目　　次

August　2017August　2017
平成 29年８月号平成 29年８月号

８

シリーズ

つなぎの歴史あるものをご紹介

役場前のソテツ
No.8

町指定文化財
昭和 61年 10月登録

熊本県職員採用試験／熊本県警察官Ｂの
採用試験／熊本県市町村職員共済組合採
用試験 ／森林を見直そう／第10回介助
技術講習会／高齢者のための無料職業紹
介／発達障がいに関する講演会／「作文」
と「障害者の週間ポスター」募集／くま
もと家庭教育支援条例を知っていますか
／甲種防火管理資格取得講習会／休日当
番医（平成 29年８月）

家族介護者教室を開催します／農業用廃
プラスチック類の回収処理／知的障が
い（児）者巡回相談／光回線工事が済ん
だ人を対象に支援を行っています／粗大
ごみの休日特別受け入れを行います／都
市鉱山からつくる！みんなのメダルプロ
ジェクト／農業委員・農地利用最適化推
進委員を紹介します／年金情報／燈籠イ
ベント「赤崎千燈籠の夕べ」／つなぎ温
泉四季彩・物産館グリーンゲイト

津奈木町童話発表会／社会を明るくする
運動／交通安全子供自転車水俣地区大会
／人形劇「桃太郎」／第21回いきいき
大会演芸会／地引き網体験／日本酒品評
会「KURA MASTER2017」／併任徴収
職員辞令交付式／租税教室

　

20
年
ぶ
り
の
選
挙
と
な
っ
た
町
長

選
挙
で
初
当
選
し
た
山
田
豊
隆
町
長

が
７
月
25
日
（火）
、
役
場
に
初
登
庁
し

ま
し
た
。
正
面
玄
関
に
は
約
70
人
の

職
員
が
集
ま
り
、
町
長
を
拍
手
で
出

迎
え
ま
し
た
。
山
田
町
長
は
盛
大
な

歓
迎
に
驚
き
な
が
ら
も
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
満
面
の
笑
顔
で

応
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
場
会
議
室
で
就
任
式

が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
職
員
に
対
し

「
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
住
民
の
皆
さ
ま

が
『
津
奈
木
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
』

と
誇
れ
る
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
津
奈
木
町
伝
統
の
競
舟
の
よ

う
に
一
緒
に
旗
を
振
り
、
鐘
を
た
た

き
、
舵
を
と
っ
て
、
か
い
を
漕
い
で

ほ
し
い
。
こ
の
こ
と
が
町
の
発
展
の

原
動
力
に
な
り
ま
す
」
と
訓
示
。
新

た
な
町
政
運
営
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

山
田
町
長
は
昭
和
27
年
２
月
13
日

生
ま
れ
の
65
歳
。
東
京
理
科
大
学
卒

業
後
、
昭
和
51
年
か
ら
平
成
24
年
３

月
ま
で
の
36
年
間
、
本
町
職
員
と
し

て
勤
務
。
平
成
25
年
10
月
に
本
町
の

副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。　

　

町
の
発
展
を
目
指
し
て
山
田
町
長

に
よ
る
新
た
な
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

投票率 81.35％

有効得票数（票） 3,289

無効投票数（票） 26

▼投票率・投票数

候補者名
（得票順・敬称略）

得票数（票）

山田とよたか 1,867

もとやま真吾 1,422

▼候補者別得票数

～山田豊隆町長就任式～

【写真説明】　1 7 月 10日（月）、竹永正選管委員長（右）から当選証書を受け取りました　2役場正面玄関で職員が盛大に出迎え
ました　3就任式に集まった職員に対し訓示を述べました　4西川前町長（左）から事務引継ぎを受けました

山
田
町
政
「
始
動
」

津奈木町長選挙開票結果

２

４

１

３
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こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、 

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温

か
い
ご
支
援
と
ご
支
持
を
賜
り
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町

民
の
皆
さ
ま
の
期
待
の
大
き
さ
を
考

え
ま
す
と
、
ま
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
栄
え
あ
る
津

奈
木
町
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
活
気

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
て
、 

取
り
組
み
た
い
目
標
と
重
点
施

策
を
掲
げ
ま
し
た
。 

○
赤
ち
ゃ
ん
出
生
祝
い
金
の
創
設

○
保
育
料
の
軽
減

山
田
町
政
１
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

津
奈
木
町
の
明
る
い
未
来
を
実
現
す
る
た
め
、

山
田
町
長
が
基
本
施
策
の
方
針
を
語
り
ま
し
た
。

○
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

○
健
康
づ
く
り
で
健
康
長
寿
の
町

○
社
会
福
祉
協
議
会
、
生
活
支
援
サ
ー　

ビ
ス
の
充
実

○
つ
な
ぎ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進

　
○
国
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
農

地
や
施
設
の
規
模
拡
大
な
ど
で
安
定

経
営
を
支
援

○
高
品
質
化
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

○
農
地
の
貸
し
借
り
、
集
積
化
、
農

作
業
の
受
託
化
で
後
継
者
育
成

○
耕
作
放
棄
地
対
策

○
養
殖
・
放
流
事
業
な
ど
の
水
産
業
振
興

○
漁
港
施
設
整
備
の
充
実

○
林
道
、
作
業
道
の
整
備

○
木
材
需
要
の
拡
大

広報つ広報つなぎ　なぎ　22広報つ広報つなぎ　なぎ　22

ーー農農

○
林
業
後
継
者
の
育
成

○
商
工
会
を
中
心
に
経
営
基
盤
の
強

化
、
後
継
者
の
育
成
支
援

○
経
営
の
高
度
化
や
近
代
化
を
進
め
、

各
種
制
度
の
融
資
の
支
援

○
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
活
用
し
起

業
創
出
を
図
り
、
町
内
企
業
の
育
成

と
雇
用
の
確
保
拡
大

○
農
工
商
連
携
に
よ
る
新
商
品
の
開

発
と
既
存
商
品
の
販
売
促
進
の
支
援

○
舞
鶴
城
公
園
の
充
実
、
つ
な
ぎ
温
泉

四
季
彩
、
物
産
館
グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
、

つ
な
ぎ
美
術
館
の
一
体
的
利
用
促
進

○
眼
鏡
橋
、
重
盤
岩
、
彫
刻
群
、
美

し
い
不
知
火
海
な
ど
の
「
緑
と
彫
刻

の
あ
る
町
」
を
宣
伝
強
化

　

以
上
の
４
つ
を
重
点
施
策
と
し
、
任

期
中
に
こ
れ
ら
の
施
策
実
現
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済

の
低
迷
、
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢

化
問
題
な
ど
か
ら
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

本
町
も
例
外
で
は
な
く
、
平
成
28
年

度
の
出
生
数
は
14
人
と
こ
の
ま
ま
だ

と
町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
特

に
少
子
化
問
題
は
早
急
に
歯
止
め
を

か
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
４
年
間
、
積
極
的
に
各

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
、「
津
奈
木

町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
。
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
づ
く
り
は
行

政
の
み
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
行
政
と
町
民
の
皆
さ
ま
が
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
き
め
細

や
か
な
町
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

　
　
　

津
奈
木
町
長　

山
田　

豊
隆
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こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い
７
月

24
日
を
も
っ
て
、
町
長
職
を
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
５
年
に
六
車
孝
吉
元
町
長

の
後
を
受
け
て
町
長
に
就
任
し
、
以
後

６
期
24
年
に
わ
た
り
、
行
政
の
か
じ
取

り
と
し
て
本
町
の
着
実
な
前
進
を
目
指

し
、
ひ
た
む
き
に
努
力
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
町
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

私
は
「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
「
多
く
の
人
が
訪

れ
て
く
れ
る
町
」「
後
世
に
残
せ
る
美
し

い
町
」「
誇
り
を
持
っ
て
住
め
る
町
」
の

３
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
緑
と
彫
刻
の
あ
る
町
づ
く
り
」で
は
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
を
よ
く
す
る
た
め
に
公

園
や
並
木
の
整
備
、
野
外
彫
刻
の
設
置
、

美
術
館
に
お
け
る
作
品
展
示
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

つ
な
ぎ
温
泉
四
季
彩
や
物
産
館
グ
リ
ー

ン
ゲ
イ
ト
、舞
鶴
城
公
園
な
ど
と
相
ま
っ

て
、
町
外
か
ら
も
本
町
へ
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
水
俣
・
芦
北
地
域
振

興
計
画
を
中
心
に
九
州
新
幹
線
・
西
回

り
自
動
車
道
、
広
域
農
道
や
広
域
基
幹

林
道
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、

簡
易
水
道
の
耐
震
化
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
便
利
で
安
心
で
き
る
町
へ
と

変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
情
報
格
差

は
全
町
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

に
伴
い
、
無
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
時
代
の
波
と
は
言
え
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す
が
、
便
利
に

な
っ
た
交
通
網
や
高
速
情
報
シ
ス
テ
ム

を
駆
使
し
て
、
産
業
の
活
性
化
や
新
た

な
雇
用
創
出
が
出
来
る
こ
と
を
期
待
致

し
て
お
り
ま
す
。

　

水
俣
病
対
策
で
は
、
国
民
健
康
保
険

税
軽
減
策
と
し
て
、
特
別
調
整
交
付
金

の
交
付
や
療
養
手
当
の
温
泉
利
用
、た
っ

し
ゃ
か
塾
な
ど
で
国
や
県
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
や
県
の

関
係
の
方
々
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
津
奈
木
町

の
さ
ら
な
る
繁
栄
を
祈
念
致
し
ま
し
て

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

津
奈
木
町
長　

西
川　

裕　

西川町政　　年の歩み

　

７
月
24
日
（月）
、
役
場
で
西
川
町
長

退
任
に
伴
う
退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、「
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

が
力
を
合
わ
せ
て
、
津
奈
木
町
を
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
創
り
あ
げ
て

ほ
し
い
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
町
職
員
や
町
民
か
ら
見
送
り

を
受
け
、役
場
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

24
平
成
17
年

役
場
裏
「
さ
く
ら
団
地
」
分
譲
開
始

平
成
19
年

あ
け
ぼ
の
団
地
が
町
有
施
設
に
な
る

平
成
21
年

赤
崎
小
学
校
閉
校　

１
３
５
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

平
成
23
年

津
奈
木
中
学
校
体
育
館
落
成

九
州
新
幹
線
全
線
開
業

彫
刻
「
立
球
体
・
誕
生
」
を
四
季
彩
駐
車
場
横
に
設
置

平
成
25
年

つ
な
ぎ
児
童
ク
ラ
ブ
「
風
ん
子
」
開
設

赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
開
局

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典 

舞
鶴
城
公
園
に
「
幸
せ
の
鐘
」
を
設
置

平
成
26
年

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

つ
な
ぎ
温
泉
四
季
彩
前
「
四
季
彩
橋
」
完
成

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
つ
な
ぎ
タ
ク
シ
ー
」
が
運
行
開
始

平
成
27
年

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
津
奈
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

平
国
小
学
校
閉
校　

１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
設

福
浜
漁
港
完
成

平
成
28
年

平
成
29
年

県
道
赤
崎
地
区
「
夕
凪
橋
」
が
開
通

つ
な
ぎ
朝
市
ス
タ
ー
ト

平
成
22
年

平
成
５
年

平
成
６
年

つ
な
ぎ
温
泉
四
季
彩
オ
ー
プ
ン

彫
刻
「
シ
ャ
ツ
ブ
ラ
ウ
ス
」
を
物
産
館
グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
に
設
置

平
成
９
年

津
南
橋
完
成
。
彫
刻
「
ひ
ま
わ
り
」
設
置

平
成
12
年

深
溝
ダ
ム
完
成

平
成
13
年

つ
な
ぎ
美
術
館
オ
ー
プ
ン

彫
刻
「
牧
歌
」
を
舞
鶴
城
公
園
に
設
置

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

平
成
15
年

彫
刻
「
た
わ
む
れ
の
塑
像
」
を
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置

広
域
基
幹
林
道
倉
谷
上
小
場
線
が
開
通

彫
刻
「
千
代
」
を
津
奈
木
駅
前
に
設
置

彫
刻
「
ト
ル
ソ
」
を
つ
な
ぎ
美
術
館
に
設
置

広
域
ご
み
処
理
施
設
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
運
用
開
始

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
が
町
有
施
設
に
な
る

広
域
し
尿
処
理
場
が
運
用
開
始

平
成
16
年

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
開
業

舞
鶴
城
公
園
本
丸
広
場
に
遊
歩
道
完
成

平
成
17
年

三
ッ
島
海
水
浴
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

広
域
農
道
津
奈
木
区
間
が
開
通

九
州
新
幹
線
開
業
に
伴
い
各
地
で
た
め
池
を
設
置

平
成
10
年

町
長
就
任

広
域
火
葬
場
「
な
な
う
ら
苑
」
運
用
開
始
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左から林田さん、栁迫さん、篠原さん

　津奈木町童話発表会が７月 21日（金）、つなぎ
文化センターで開催されました。大会には小学校か
ら選ばれた 12人の児童が参加。保護者や審査員、
観客など約 50人が見守る中、お気に入りの童話や
民話を、声色を変えたり抑揚をつけたりして表情
豊かに発表していました。優秀賞受賞者の 3人は、
８月３日（木）に津奈木町で開催の水俣・芦北地区
童話発表大会に町代表として出場します。
【優秀賞受賞者】　※敬称略
▼津奈木小学校２年　篠原　永大（染竹）
▼津奈木小学校４年　栁迫　未来（丸岡）
▼津奈木小学校６年　林田　真帆（中尾）

表情豊かに童話を発表 津奈木町童話発表会

知識と運転技術を競う
交通安全子供自転車水俣地区大会

来店者にひまわりの苗などを配りました

  ７月 1日（土）、本町の保護司と町職員が水光社
津奈木店で街頭啓発活動を実施しました。店舗を
訪れた町民の皆さんにひまわりの苗や啓発グッズ
などを配布。安全で安心な地域社会づくりの必要
性を呼びかけました。
　この運動は、全ての国民が犯罪や非行の防止と
罪を犯した人たちの更生について理解を深め、力
を合わせて犯罪や非行のない明るい社会を築こう
とする全国的な運動です。その他の取り組みとし
て、町内の小中学校から標語を募集し、選ばれた
作品を掲載した看板を町内各所に設置しています。

犯罪・非行のないまちを
社会を明るくする運動

　７月１日（土）、交通安全子供自転車水俣地区大
会が B&G体育館で開催されました。交通ルールや
道路標識などが出題される学科試験とジグザグ走行
や S字走行などの技能試験が行われました。
　津奈木小学校は、団体で３位入賞を果たしました。
団体の部で優勝した学校は 7月 16日（日）にパー
クドーム熊本で開催の熊本県大会に出場しました。
結果は以下の通りです。
【結果】
1位　水俣第二小学校
2位　水俣第一小学校A
3位　津奈木小学校
4位　水俣第一小学校 B

華麗な踊りで観客を魅了しました

みんながいきいきと披露
第 21回いきいき大会演芸会

　6月 30日（金）、　農業就業改善センターで津奈
木町老人クラブ連合会主催によるいきいき大会演芸
会が開催され、約 300人が参加しました。これは、
初心に戻り、地域間の交流を深めるために毎年行わ
れているものです。当日は会場が一体となって盛り
上がっており、参加者は「来年も参加して楽しみた
い」と笑顔で話していました。 桃太郎と鬼の対決に夢中になっていました

楽しい人形劇に夢中
人形劇「桃太郎」

　７月 10日（月）、農業就業改善センターで劇団
ぱれっとによる人形劇「桃太郎」が披露され、町内
の保育園と幼稚園児約 80人が鑑賞しました。これ
は、町の幼保連携事業の一環で行われたものです。
園児たちは人形の動きやかわいらしいキャラクター
にくぎ付けになっており、桃太郎が鬼を倒すとみん
なで拍手をして喜んでいました。

のわだい　Topics of Town

　7月 15 日（土）、三ツ島海水浴場で自然体験学
習として地引き網体験が行われ、町内外の小学生や
保護者約 80人が参加しました。これは、本町でも
盛んな漁業に親しみを持ってもらおうと、漁業者や
農林業者たちで構成している「自然体験学習プログ
ラム検討委員会」が、子ども向けのイベントとして
不知火漁業士会と共催し、毎年行っているものです。
　地引き網漁は船で大きな網を半円状に海に広げ大
勢の人で網を引き、魚を獲る漁法です。参加者は予
想以上に重い網と砂に足を取られながらも懸命に引
いていました。しばらくして網に入った魚が現れる
と、「やったー」「大きい」などと歓声を上げて大喜
び。魚の生態について漁師に教わった後、獲れた魚
は刺身などにしておいしくいただきました。
　参加した山本浩太郎さん（丸岡）は「こんなにた
くさん魚が獲れるとは思わなかったので驚いた。昼
食の魚料理がとてもおいしかったです」と喜んでい
ました。

３方向に分かれて協力して引き揚げました

魚がいっぱい！地引き網
地引き網体験

獲れた魚は昼食時においしくいただきました 技能試験に挑んでいる津奈木小学校児童
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のわだい　Topics of Town

受賞した「萬坊」を手にする竹田珠一さん

　７月 11日（火）、フランスのソムリエやレスト
ラン関係者で構成される日本酒品評会がフランスの
パリで初めて開かれました。純米部門で日本各地
の 284銘柄の中から亀萬酒造の純米吟醸酒「萬坊」
がプラチナ賞を受賞しました。このお酒は、水俣市
の越

こ し こ ば

小場地区でアイガモ農法により作られた無農薬
米を使用し、一般の純米酒と比べ冷温で丁寧に醸し
たこだわりの純米吟醸酒です。その味わいは、ほの
かな香りが広がり、すっきりとした飲み心地が特徴
です。受賞の一報を受けた亀萬酒造代表社員の竹田
珠一さん（中尾）は「とても驚いております。社員
全員の努力のたまものです」と喜んでいました。

亀萬酒造がプラチナ賞を受賞 日本酒品評会「KURA MASTER2017」

税金の大切さを学ぶ
租税教室

一人一人に委任状が手渡されました

　７月３日（月）、熊本県税務職員が津奈木町の徴
税吏員として併任することを受け、津奈木町役場
で辞令交付式が行われました。これは、住民税な
どの収納率向上のために行われたものです。任期
は７月１日から翌年 3月 31日までです。
　津奈木町は徴収強化の取り組みにより、平成 28
年度の個人住民税徴収率が 97. ３％という高い徴
収率でした。今後はさらに徴収率を上げるために
連携の強化や滞納整理技術の向上を推進し、税の
徴収向上を図っていきます。また、本年度から水
俣市・芦北町・氷川町との市町間協定を締結し、
滞納整理に努めていく予定です。

税の徴収率向上を目指して
併任徴収職員辞令交付式

　7月11日（火）、暮らしを支える税金に関心を持っ
てもらおうと、津奈木中学校図書室で中学 1年生
35人を対象に租税教室が行われました。役場税務
班職員 2人が「わたしたちの生活と税」をテーマに、
税金の種類や使い道などについて説明。さらに、税
金がない社会で住民サービスが低下していく様子を
描いたアニメーションを上映しました。
　税務班職員から「税金はみんなで社会を支えるた
めの『会費』のようなもの。税の仕組みや使い道に
ついて考えることができる大人になってほしい」と
話していました。生徒からは「税金が無かったら生
活するのに大変不便であり、税金の大切さを理解で
きた」と感想を述べていました。

生徒たちは真剣に耳を傾けていました
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使
用
済
み
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
（
肥
料

袋
）
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
（
甘
夏

ポ
リ
袋
）
な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
は
法
律
に
基
づ
き
、
使
用
し
た
事
業

者
（
農
家
）
が
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
収
処
理
を
以
下
の
日
程
で
行
い
ま
す

の
で
、
適
切
に
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
野
焼
き

や
不
法
投
棄
を
行
っ
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
自
立
振
興
班　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
６
）

　

知
的
障
が
い
（
児
）
者
を
対
象
に
、
以

下
の
日
程
で
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相

談
は
予
約
制
で
、
18
歳
以
上
の
人
が
対
象

で
す
。

日
時　

10
月
11
日
（水）

※
面
接
時
間
の
指
定
は
出
来
ま
せ
ん
。

場
所　

水
俣
市
役
所

内
容　

療
育
手
帳
の
新
規
申
請
、
再
判
定
、

知
的
障
が
い
（
児
）
者
巡
回
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
６
）　

知
的
障
が
い
に
対
す
る
相
談　

　
　
　
　
　

申
込
締
切
日　

８
月
31
日
（木）

津奈木町役場　総務課（交通・災害、人事、有線放送）  ☎７８- ３１１１(代表 )　振興課（農業振興、住宅・水道、建設）  ☎７８- ３１１２
　　　　　　　住民課（戸籍・住民票、福祉、保険、税）  ☎７８- ３１１３　 教育委員会（学校教育、生涯学習、体育施設）  ☎７８- ５４００ からのお知らせ　Notice of Town

　

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
人
、
介
護
に

関
心
の
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
介
護
技

術
や
知
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

期
間　

８
月
23
日
（水）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

申
込
方
法　

８
月
22
日
（火）
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

内
容　

服
薬
に
つ
い
て

講
師　

吉
富
薬
局
薬
剤
師　

吉
富
博
樹
氏

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
伴
い
、
町

で
は
光
回
線
の
工
事
が
お
済
み
に
な
っ
た

人
に
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
支
援
内
容
】

①
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）

　

の
無
償
配
布

　

光
回
線
加
入
申
込
内
容
な
ど
が
確
認
で

き
る
書
類
の
写
し
と
印
か
ん
を
用
意
し
て
、

総
務
課
企
画
財
政
班
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

②
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
加
入
促
進
補
助
金

　

１
万
円
の
交
付

　
「
行
政
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）」
の

設
置
が
完
了
し
た
人
は
忘
れ
ず
に
同
補
助

金
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】　

６
月
末
で
業
者
に
よ
る
行
政

情
報
配
信
機
器
の
設
置
サ
ー
ビ
ス
が
終
了

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
設
置
方
法
で
お
尋

ね
が
あ
る
場
合
は
、
総
務
課
企
画
財
政
班

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

光
回
線
工
事
が
済
ん
だ
人
を
対
象
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
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務
課
企
画
財
政
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☎
７
８
‐
３
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１
１
（
内
２
１
７
）　

日
時　

８
月
29
日
（火）　
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前
８
時
〜
正
午

場
所　
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Ａ
あ
し
き
た
玉
ね
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選
果
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金
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ロ
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た
り
の
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化
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム　
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料
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▽
パ
オ
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の
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５
日
（火）
に
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す
。
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で
す
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を
開
催
し
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す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　
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奈
木
町
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域
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括
支
援
セ
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☎
７
８
‐
５
３
３
３　

　2020年に東京で開催されるオリンピック・パラリンピック競技大会の入賞メダルに、不要になった小
型家電に含まれるリサイクル材が活用されることになりました。東京 2020 組織委員会が主催するこの
取り組みに、全国の自治体が小型家電の回収で協力することになり、本町もプロジェクトへ参加すること
になりました。
　本町では、以下の使用済み小型家電 15品目について、リサイクルすることを目的として、役場 1階住
民課ホールに回収ボックスを設置しています。
　プロジェクトの詳細は、日本環境衛生センターのホームページ（http://www.toshi-kouzan.jp/）を
ご確認ください。
●主催　東京 2020組織委員会
●対象品目
　携帯電話・ノートパソコン・電話機（子機含む）・ポータブル音楽プレーヤー・モデム・カーナビ・カーオー
ディオ・ポータブル液晶テレビ・デジタルカメラ・電子辞書・ビデオカメラ（ハンディ）・家庭用ゲーム機・
ポータブルゲーム機・リモコン・ケーブル類（アダプター・充電器・電源タップ・機器に付随のコード類）
※対象品目以外は、回収ボックスに入れないでください。
※電池などは取り外し、個人情報は必ず消してから出してください。
【注意】
　回収ボックスに入れられた小型家電のみが入賞メダルに活用されます。これまでどおり、地区のゴミス
テーションでも出すことができます。この場合リサイクルできますが、入賞メダルには活用されません。

都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト
問住民課住民班　　☎７８- ３１１３（内１１３）

　

粗
大
ご
み
の
休
日
特
別
受
け
入
れ
を
行

い
ま
す
。
資
源
ご
み
（
空
き
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
紙
な
ど
）
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
処
理
場
へ
持

ち
込
む
粗
大
ご
み
は
「
燃
え
る
粗
大
ご
み
」

と
「
燃
え
な
い
粗
大
ご
み
」
の
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
ご
み
分
別
収
集
表
（
保
存

版
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
６
日
（日）　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

津
奈
木
町
ご
み
処
理
場

そ
の
他　

粗
大
ご
み
は
平
日
の
受
け
入
れ

も
行
っ
て
い
ま
す
。

★
平
日
の
受
入
日
時

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
。）

※
水
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

粗
大
ご
み
の
休
日
特
別
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
住
民
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
３
）　

区分 基本額 加算額

可燃粗大ごみ・
事業系一般廃棄物

300円
30kg を超える場合は、
10kg ごとに 100円加算

不燃粗大ごみ 500円
50kg を超える場合は、
10kg ごとに 100円加算

指定粗大ごみ
（自転車）

700円 /台 -

【料金表】※おつりのいらないようにお願いします。
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出張年金相談のご案内
第２・４木曜日 第２金曜日

８月 10日・24日 18日

場所 水俣市もやい館 芦北町役場

相談時間：午前 10時～午後３時

ご相談の方法―
事前に電話予約を行ってください。
○八代年金事務所出張相談予約窓口

　電話番号：0965-35-6123
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
※予約するときは、ご相談者様の基礎年金番号
が分かるものを準備して、お電話ください。

問い合わせ先：つなぎ温泉四季彩　☎ 78-4126
営業：午前 10時～午後 9時　休業日：第１水曜日

問い合わせ先：物産館グリーンゲイト　☎ 78-2000
営業：午前 9時～午後 6時　休業日：第１水曜日

つなぎ温泉 四季彩 物産館 グリーンゲイト

　袋入り・お土産用・贈答用あります。中
元用ギフトも多数そろえています。
　８月 10日（木）までに注文すると、水俣
芦北管内は無料で配達します。
　また、初盆・法事用ギフトも
あります。

　お盆期間は営業時間を 1時間延長します。
ぜひ、この機会にご利用ください。
●期間　
8月 12日（土）～ 15日（火）
●時間　
午前 10時～午後 10時

　

20
歳
〜
60
歳
の
40
年
間
に

わ
た
り
全
期
間
保
険
料
を
納

め
た
人
は
、
65
歳
か
ら
満
額

77
万
９
３
０
０
円
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
ま
す
。

　

被
保
険
者
は
、
毎
月
の
保
険
料

１
万
６
４
９
０
円
に
付
加
保
険
料

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、

受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
月
額　

４
０
０
円

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

・
任
意
加
入
被
保
険
者

準
備
物　

年
金
手
帳
・
印
か
ん

申
込
方
法　

住
民
課
住
民
班
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
住
民
課
住
民
班
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

問
住
民
課
住
民
班　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
年
金
事
務
所　

☎
０
９
６
５
‐
３
５
‐
６
１
２
３

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
制
度

燈籠イベント「赤崎千燈籠の夕べ」　

　赤崎波止場周辺でご先祖をしのぶお盆の「迎え火」「送り火」の意
を込めて約 500 個の燈籠を点灯するイベント「赤崎千燈籠の夕べ」
を行います。また、初盆の人を対象に献花台を準備しています。水
面に揺れる幻想的な灯りをぜひご覧ください。
期間　８月 13日（日）～ 15日（火）　　
　　　午後７時 30分～午後 12時
※初日の 13日（日）には赤崎きらら海のメンバーによる屋台が出
店されます。
問千燈籠の夕べ実行委員会　　☎０９０- ３３２５- ０７５５

　7月 20日（木）、町長から 6人の農業委員が任命され、会長に岩﨑幸一委員、副会長に福山鉄也委員が選ば
れました。平成 28年 4月 1日に農業委員会法が改正されたことに伴い、遊休農地の解消や担い手への農地の集
積などをさらに推進するため、農地利用最適化推進委員が新設され、5人が任命されました。
■任期　平成 29年 7月 20日～平成 32年 7月 19日 

農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します
問津奈木町農業委員会事務局　☎７８- ３１１２（内２２６）

■氏名・担当地区（敬称略）

　農業委員（敬称略）

名　前 担当地区

山﨑繁治 中尾・古中尾・倉谷

澤田憲生 竹中・染竹・浜崎・町中・新川・古川

坂本尚規 桜戸・小津奈木・丸岡

山口祥子 内野・上下門・川内

岩﨑幸一 大泊・日当・日添

福山鉄也 福浦・平国上・平国下・辻

名　前 担当地区

篠原俊二 浜崎・桜戸・日当・日添・小津奈木・丸岡

堀田信雄 竹中・中尾・古中尾・倉谷

村嶋靖仁 福浦・平国上・平国下・辻

西平久雄 内野・上下門・川内

新立広 染竹・町中・新川・古川・大泊

▼農業委員 ▼農地利用最適化推進委員

　農地利用最適化推進委員（敬称略）

会長　岩﨑幸一（８期目） 坂本尚規（３期目）副会長　福山鉄也（２期目）

澤田憲生（２期目） 山口祥子（１期目）山﨑繁治（１期目）

篠原俊二（１期目） 村嶋靖仁（１期目）堀田信雄（１期目）

西平久雄（１期目） 新立広（１期目）
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Life

Information

熊
本
県
職
員
採
用
試
験

試
験
の
種
類

①
高
等
学
校
卒
業
程
度

（
一
般
事
務
、
警
察
事
務
、
教
育

事
務
、
一
般
土
木
、
農
業
土
木
、

林
業
）

②
免
許
資
格
職

（
学
校
図
書
館
事
務
、
臨
床
検
査

技
師
、
看
護
師
）

③
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る

職
員
採
用
選
考
試
験

（
一
般
事
務
、
教
育
事
務
）

申
込
期
間　

８
月
７
日
（月）
〜
25
日
（金）

※
当
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験
日

①
・
②　

９
月
24
日
（日）

③　

10
月
22
日
（日）　

そ
の
他　

受
験
資
格
な
ど
や
受
験

申
込
書
の
配
布
場
所
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
採
用
試
験 

職
種
・
採
用
予
定
人
数　

一
般
事
務　

１
人
程
度

受
験
資
格

▽
平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

▽
４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人

１
次
試
験
日　

10
月
22
日
（日）　

試
験
内
容　

▽
教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

▽
事
務
適
性
検
査

▽
職
場
適
応
性
検
査

▽
作
文
試
験　

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
を
付
け
て
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

　

８
月
28
日
（月）
〜
９
月
15
日
（金）

問
市
町
村
職
員
共
済
組
合
総
務
課

　
☎
０
９
６
‐
３
６
５
‐
１
９
０
０

　

高
齢
者（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）

の
人
々
が
働
け
る
職
場
開
拓
と
職

業
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
年
培
っ
た
あ
な
た
の
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
。

相
談
日
・
時
間　

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

芦
北
地
域
振
興
局
福
祉
課

※
65
歳
未
満
の
人
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
芦
北
相
談
所

　

☎
８
２
‐
５
３
１
０

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職

業
紹
介

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得

講
習
会

日
時　

９
月
７
日
（木）
・
８
日
（金）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部

申
込
方
法　

消
防
署
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
消
防
本
部
ま
た
は
芦
北
消
防

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防

病院名 住所 電話番号

６日（日）
宮竹小児科医院 水俣市陣内 69-3501

六車医院 津奈木町岩城 78-2012

11 日（金）
天神耳鼻咽喉科 水俣市天神町 62-8733

百崎内科医院 芦北町田浦 87-1777

13 日（日）
佐藤クリニック 水俣市桜井町 69-3007

駅前クリニック 津奈木町岩城 67-5980

20 日（日）
白梅医院 水俣市浜 63-7575

竹本医院 芦北町湯浦 86-0075

27 日（日）
尾田胃腸科 水俣市平町 63-3438

芦北クリニック 芦北町湯浦 86-1200

休日当番医（平成 29年８月）

※休日当番医の診療時間は午前９時～午後５時です。
※医療機関は変更になることがあります。受診前に電話でお問い合わせください。

森
林
を
見
直
そ
う

　
県
で
は
、
県
内
の
豊
か
な
森
林

資
源
を
最
大
限
に
利
活
用
し
、
安

定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
た
め
、
森
林
の
面
的
ま
と
ま

り
を
確
保
す
る「
森
林
の
集
約
化
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
森
林
の

経
営
・
管
理
が
困
難
な
人
に
対
し

て
、
県
が
所
有
権
の
移
転
を
行
う

た
め
の
「
あ
っ
せ
ん
」
の
支
援
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
芦
北
地
域
振
興
局
林
務
課

　

☎
０
９
６
６
‐
８
２
‐
２
５
２
４

　

熊
本
県
森
林
整
備
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
４
１

「
作
文
」
と
「
障
害
者
の

週
間
ポ
ス
タ
ー
」
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を

広
げ
る
た
め
、
作
文
と
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。（
参
加
賞
あ
り
）

募
集
案
内
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
熊
本
県
障
が
い
者
支

援
課
お
知
ら
せ
情
報
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

対
象　

▽
作
文　
　
　

小
学
生
以
上

▽
ポ
ス
タ
ー　

小
学
生
・
中
学
生

締
切
日　

９
月
８
日
（金）

提
出
先　

〒
８
６
２-

８
５
７
０

（
住
所
記
載
不
要
）
熊
本
県
障
が

い
者
支
援
課　

問
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
５

な
る
か
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
３
３

発
達
障
が
い
に
関
す
る

講
演
会

日
時　

９
月
６
日
（水）

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

場
所　

津
奈
木
町
農
業
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー

内
容　
「
発
達
障
が
い
の
あ
る
人

の
社
会
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
」

対
象　

水
俣
芦
北
地
域
に
お
住
ま

い
の
発
達
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

く
ま
も
と
家
庭
教
育
支
援

条
例
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

熊
本
県
で
は
、
く
ま
も
と
家
庭

教
育
支
援
条
例
に
基
づ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
喜
び

を
実
感
で
き
る
熊
本
の
実
現
を
目

指
し
て
、
家
庭
教
育
支
援
の
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

本
条
例
で
県
の
責
務
、
市
町
村

と
の
連
携
、
保
護
者
、
学
校
な
ど
、

地
域
や
事
業
者
の
役
割
な
ど
が
定

め
ら
れ
、
家
庭
教
育
支
援
に
多
く

の
関
係
者
が
よ
り
一
層
連
携
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局
社

会
教
育
課　

　

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
６
９
８

第
10
回
介
助
技
術
講
習
会

日
時　

９
月
９
日
（土）　

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
受
付　

午
後
１
時
〜

場
所　

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
障
害
を
支
援
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
活
用
」

講
師　

田
中
勇
次
郎
先
生
（
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専
門
学
校
教

員
、
東
京
作
業
療
法
士
会
会
長
）

対
象　

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
医
療
・
福
祉
や
介
護
に
関
わ

る
人
、
一
般
の
人

定
員　

１
０
０
人
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

 

Ｅ
メ
ー
ル（reha@

nim
d.go.jp

）
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
①
氏
名
、
②
年
代
、
③
職
業
、

④
勤
務
先
を
記
入
し
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー

締
切
日　

９
月
１
日
（金）

問
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
９
６
６
‐
６
３
‐
３
１
１
１

　

FAX
０
９
６
６
‐
６
１
‐
１
１
４
５

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.m
afd119.com

/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

費
用　

テ
キ
ス
ト
代
４
千
円

定
員　

70
人

申
込
期
間　

　

８
月
14
日
（月）
〜
25
日
（金）

問
水
俣
芦
北
広
域
消
防
本
部
予
防

課
予
防
係

　

☎
６
３
‐
１
１
９
１

熊
本
県
警
察
官
Ｂ
の
採
用

試
験

１
次
試
験
日　

10
月
15
日
（日）

場
所　

熊
本
県
立
大
学

試
験
内
容　

教
養
・
論
文

受
験
資
格　

▽
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
女

※
大
学
卒
業
者
ま
た
は
平
成
30
年

３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

短
期
大
学
は
除
き
ま
す
。

申
込
方
法　

願
書
は
水
俣
警
察
署

に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
水
俣

警
察
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

役
場
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
講
演
会
名
・
氏

名
・
市
町
村
・
連
絡
先
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
６
５-

３
２

-

８
９
５
１
）
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

９
月
１
日
（金）

問
熊
本
県
南
部
発
達
障
が
い
者
支

援
セ
ン
タ
ー
わ
る
つ

　

☎
０
９
６
５
‐
６
２
‐
８
８
３
９

申
込
期
間

▽
持
参
・
郵
送　

　

８
月
７
日
（月）
〜
25
日
（金）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

８
月
７
日
（月）
〜
22
日
（火）

問
水
俣
警
察
署　

　

☎
６
２
‐
０
１
１
０
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津奈木町へ―
【美術振興基金への寄附】　西川裕　
社会福祉協議会へ―
【香典返し】《例》地区名　喪主・届出人（故人）　
▼日当　林田清満（ヨシモ）　　　▼倉谷　坂本義治（ヨシエ）　
▼日添　吉田ヤエ子（諌山義一）　▼大泊　栁迫ツネヲ（靖）
▼倉谷　堀井薫（ハギノ）　　　　▼桜戸　澤田しげ子（利明）
　上記の方から金一封をご寄附いただきました。ご意思に添い、
有効に活用させていただきます。

町の人口と世帯数 平成 29年６月末日現在
※カッコ内増減は前月比 ご寄附・ご芳志お礼 （敬称略）

人 口 4,722 人（ ± ０ 人 ）

男 2,204 人（ － ５ 人 ）

女 2,518 人（ ＋ ５ 人 ）

世帯数 1,962 戸（ ＋ １ 戸 ）

◆出生 ３ 人 ◆転入 ９ 人
◆死亡 ７ 人 ◆転出 ５ 人

 　　　　　　　 津奈木町役場庁舎　　 農業就業改善センター　　つなぎ美術館　　 物産館グリーンゲイト　　つなぎ温泉「四
季彩」　　小学校　　中学校　　津奈木幼稚園　　津奈木保育園　　水俣市保健センター　　 総合グラウンド　　B&G体育館　
　 つなぎ文化センター　　 平国コミュニティセンター　　ごみ処理場　　赤崎漁村センター　◆その他　　　
※カッコ内の「P○」は記事掲載ページ。

役 改 美 物 四
小 幼 保 水 グ 体

文

　【開催場所】
中

平 ご 赤

図書     だより

津奈木町図書館
開　館　午前８時 30分～午後６時
　　　　（土日祝日は午前 10時～
　　　　  午後５時）
休館日　月曜日、年末年始
問合せ　☎７８- ３０９６

本の貸し出しについて―
▽貸出冊数は、１人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入
荷１か月以内のものと予約が入ってい
る本については、１週間となります。

今
月
の
新
着
お
す
す
め
本

　「人生」と「読書」が織りなす
幸福なとき。本ばかり読んでいる
稔、姉の雀、元恋人の渚、娘の波
十、友だちの大竹と淳子…。切実
で愛しい小さな冒険の日々と頁を
めくる官能を描き切る、待望の長
篇小説。

なかなか暮れない夏の夕暮れ
作：江國香織

一般書

　パズーとシータがわけあうパン
と目玉焼き、ポニョの大好きなハ
ム、ハウルがカルシファーの火で
つくるベーコンエッグ…。スタジ
オジブリの長編アニメ映画に登場
するさまざまな食べ物を詳しく紹
介する、新しい形のアニメ絵本。

スタジオジブリの食べものがいっぱい
著：徳間書店児童書編集部

児童書

ほかにもこんな本があります
一般書　

児童書　

▼ヴィジョンズ／宮部みゆき　▼ドＳ刑事⑤／七尾与史　▼かがみの孤城／辻村深月　▼孤道／内田康
夫　▼超入門！やせるおかず作りおき／柳澤英子　▼イナカ川柳／ＴＶ　Ｂｒｏｓ．編集部
▼とうだい／斉藤倫　▼じてんしゃのほねやすみ／村上しいこ　▼リサとガスパールとうきょうへいく
／アン・グットマン　▼いのちのはな／のぶみ　▼絶叫学級人気者の正体編／いしかわえみ

つなぎ行事カレンダー ８月20172017
AugustAugust 　

人
は
孤
独
を
感
じ
た
と
き
に
希

望
を
失
う
そ
う
で
す
。
で
も
、
誰

か
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
、
関
心

を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
け
ば
、
た
と
え
絶
望
し

て
い
た
と
し
て
も
、
少
し
ず
つ
元

気
に
な
っ
て
い
け
る
…
と
い
い
ま

す
。
で
は
、
受
け
入
れ
る
と
か
、

関
心
を
持
つ
と
い
う
対
応
は
何
で

し
ょ
う
？
そ
れ
は
会
話
す
る
こ
と

で
は
な
い
の
か
と
思
い
始
め
た
こ

ろ
、
ホ
ス
ピ
ス
で
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
夫
が
い

つ
も
お
礼
を
言
う
の
で
す
。
で
す

か
ら
私
も
応
え
ま
す
。
こ
こ
に
き

て
た
く
さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。
も

う
何
年
も
話
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
う
ほ
ど
で
す
。
対
話
す
る
こ
と

は
愛
を
与
え
る
こ
と
な
の
で
す

ね
。
夫
は
き
っ
と
、
気
持
ち
が
穏

や
か
に
な
っ
て
逝
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
私
も
穏
や
か
で
居

ま
す
…
」

　

誰
も
が
望
む
対
応
、
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
誰
か
が
そ
こ
に

い
て
話
し
相
手
を
し
て
く
れ
る
こ

と
で
、
人
は
き
っ
と
安
ら
ぐ
の
で

し
ょ
う
。

　

ど
う
か
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
中

で
も
想
い
を
語
り
合
う
こ
と
を
、

対
話
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

と
て
も
簡
単
な
愛
情
の
表
現
で
す

か
ら
、
で
き
る
う
ち
に
早
く
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
自
ら
と
大
事
な
誰
か
の
命

を
守
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
を
考
え
る
中

で
、
命
を
見
つ
め
る
場
面
は
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
、
命
の
限
り
を

受
け
止
め
る
ホ
ス
ピ
ス
で
聞
い
た

「
対
話
と
い
う
愛
」
は
、
い
つ
で

も
誰
に
で
も
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
書
き
手
：
地
域
人
権
教
育
指
導
員　

坂
本
み
ゆ
き
）

対
話
と
い
う
愛
〜
ホ
ス
ピ
ス
で
〜

人
権
コ
ラ
ム

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed 木  Thu 金  Fri 土  Sat

１ ２ ３ ４ ５
　  　 キラキラ☆ク

ラブ
10:00 ～ 12:00
　 母子健康手帳交
付　8:30～13:00　  

　  　 　

　 水俣芦北地区
童話発表会
9:00 ～

　 １歳６か月児健
診　13:00 ～

 　 つなぎ夏祭り
18:00 ～　

６ ７ ８ ９ 10 11 山の日 12
◆海の体験教室
９:30 ～、大泊漁
港
◆粗大ごみ特別収
集（P13）

　  アーティスト・
イン・レジデンス
招聘交流会（P20）　   

　 ２歳児歯科検
診　13:00 ～　  
　 つなぎで生き
るブランドセミ
ナー　10:00 ～

　  　 　   　 
 　

 　 つなぎ朝市
7:30~
　 

13 14 15 16 17 18 19
　  町民体育祭野球
大会　８:00 ～
◆赤崎千燈籠の夕
べ（P15）　　   

　  町民体育祭野球
大会　９:00 ～
◆赤崎千燈籠の夕
べ（P15）

◆町民体育祭競舟
大会　９:30 ～、
干拓堤防
◆赤崎千燈籠の夕
べ（P15）
　

　 キラキラ☆ク
ラブ
10:00 ～ 12:00
　 母子健康手帳交
付　8:30～13:00　 
 　 

　 
　 ６か月児健診　
13:00 ～
　 環境共生型農
業野菜講習会
9:00~
　  

  　 

20 21 22 23 24 25 26
　 　　 　      4 か月児健診

13:00 ～
　 水俣・芦北地
区人権教育研究大
会　13:00 ～

 　家族介護者教
室（P12）

　 ３歳６か月児健
診　13:00 ～
　 

　   中学校始業式

27 28 29 30 31 9/1 ２
　 ◆農業用廃プラ

スチック類回収
（P12）
 　 小学校始業式

　 

改

水

役

物

グ

水

グ

水

水

改

役

改

文

美

役

中

グ

小

文

文

文
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報
つ
な
ぎ
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■
発
行
・
編
集
　
津
奈
木
町
役
場
総
務
課

〒
869
‐
5692　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
2123

番
地

☎
0966

‐
78
‐
3111（

代
表
）　
FAX0966-78-3116

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://w

w
w
.tow
n.tsunagi.lg.jp

メ
ー
ル
：
hpm

aster@
tow
n.tsunagi.lg.jp

つなぎ美術館　〒 869-5603　熊本県葦北郡津奈木町大字岩城 494　☎ 0966-61-2222　FAX0966-61-2223

　10 月 7日（土）から始まる展覧会「西野達　ホテル裸島　リゾート・オブ・メモリー」の目玉作品《ホ
テル裸島》の宿泊希望者を募集します。期間、料金、諸条件などは特設Webサイトをご覧ください。
■応募方法　Webサイトからのみ受け付けます。
 　　　　　　【アドレス】　http://tatzu-hadaka.asia
■その他　　希望者が定員を上回る場合は抽選になります。

　「アーティスト・イン・レジデンスつなぎ 2017」開始！

　今年は画家の加
か も
茂昂
あきら
さんを招聘しています。加茂さんは 8月から平国の空き家に住み、旧平国小学校を拠点に

町内を巡りながら、12 月につなぎ美術館で開催される個展に向けて作品の制作に取り組んでいます。また、町
民のみなさんとつくる楽しさを共有できる新たな企画を模索しています。下記のとおり交流会を開催しますので
ぜひご参加ください。

【加茂昂】
1982年東京生まれ。
東京藝術大大学院美術研
究科絵画専攻修了。

関連プログラム

「アーティスト・イン・レジデンス 2017 招聘」アーティスト交流会
■日　時　８月７日（月）午後７時～午後８時 30分　
■場　所　つなぎ美術館アトリエ
■定　員　20人（要事前申込・先着順）
■参加費　無料
■内　容　加茂さんのこれまでの活動を映像で紹介し、津奈木町で行う新
たな企画について皆さんのご意見を伺います。

　当館が収蔵する作品の中から坂本善三、宮崎静夫な
ど熊本ゆかりの作家の作品を展示します。

７月29日（土）～10月22日（日）　
■観覧料　大　　人：300円　
　　　　　高・大生：200円　
　　　　　小・中生：100円
■場　所   １階展示室

　　熊本の現代作家展 ’17（収蔵品）
　熊本にゆかりの若手作家による作品を紹介する
「U-39 ＫＵＭＡＭＯＴＯ」。今年は、熊本を拠点に活
躍する佐藤和歌子の作品を展示します。

７月22日（土）～８月27日（日）
■観覧料　無料
■場　所   ３階展示室

　 　佐藤和歌子日本画展　神話の雫
U-39KUMAMOTO

★有償ボランティアを募集します
　募集要項・応募用紙はつなぎ美術館と津奈木町役場振
興課に設置しています。8月からは「西野達 ホテル裸島 
リゾート・オブ・メモリー」公式ホームページ（http://
tatzu-hadaka.asia）でもダウンロードできます。
　説明会の日程は有線放送でお知らせします。詳しくはつ
なぎ美術館までお気軽にお尋ねください。

　ホテル裸島宿泊希望者募集します
特設Webサイト公開中！

※８月 16日（水）は臨時開館します。


